
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 

８
７
％
の
自
治
体
で
実
施
、
加
齢

性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
は
、
２
０
２
１
年
は
６
％
が
今

年
は
３
１
％
ま
で
広
が
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
国
保
へ
の
国
の
財
政
支

援
、
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
最
低

保
障
年
金
制
度
の
実
施
、
学
校
給

 

県
内
の
す
べ
て
の
自
治
体
を
訪
問
し
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
の
拡

充
と
、
国
や
県
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め

て
要
請
す
る
２
０
２
４
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
（
愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委

員
会
主
催
）
が
、
１
０
月
２
２
日
、
豊
田

市
で
要
請
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

で
４
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。
（
事
務
局
は

豊
田
み
よ
し
社
保
協
）
根
本
み
は
る
市
議

も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

初
め
て
豊
田
市
か
ら
事
前
の

文
書
回
答 

 

文
書
で
の
事
前
回
答
を
毎
年
、

要
請
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は

初
め
て
事
前
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。 要

請
に
は
、
年
金
者
組
合
、
新

婦
人
、
民
商
、
住
み
よ
い
豊
田
を

創
る
会
、
国
保
制
度
の
改
善
を
求

め
る
連
絡
会
な
ど
の
市
民
団
体
か

ら
参
加
。
新
婦
人
か
ら
は
、
介
護

職
員
の
人
手
不
足
の
深
刻
な
実
態

が
話
さ
れ
、
年
金
者
組
合
か
ら
、

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助

成
補
助
の
制
度
を
利
用
し
や
す
く

改
善
す
る
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関

わ
り
、
紙
の
保
険
証
を
残
し
、
安

心
し
て
医
療
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
現
時

点
で
、
資
格
確
認
書
の
自
動
発
行

を
要
望
し
、
自
動
的
に
交
付
す
る

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

子
育
て
支
援
や
生
活
保
護
に
係
る

要
望
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
要
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
の
間
に
、
全
県
の
自

治
体
で
要
望
事
項
が
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
１
８
歳
ま
で
の
通
院

医
療
費
無
料
制
度
は
、
２
０
２
１

年
に
は
３
０
％
で
し
た
が
、
今
年

豊
田
革
新
懇
が
１
１
月
３
日
、

豊
田
市
駅
東
デ
ッ
キ
で
宣
伝
行

動
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
プ

ラ
ス
タ
ー
を
持
っ
て
、
ま
た
、
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
で
、
裏
金
問
題
で
与

党
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
ん
だ

総
選
挙
の
結
果
か
ら
、
軍
備
増

強
、
改
憲
を
許
さ
な
い
政
治
を
も

と
め
る
こ
と
や
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
強
要
は
止
め
、
紙
の
保
険
証
の

存
続
を
、
な
ど
リ
レ
ト
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。
次
回
は
、
１
２
月
３

日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。 

 

食
無
償
化
の
た
め
の
国
や
県
の

財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
も
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

要
望
し
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

豊
田
市
で
は
、
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
充
実
に
寄
与
す
る
と

し
て
、
市
民
の
要
望
で
あ
っ
た
給

食
費
の
無
償
化
を
令
和
６
年
４
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
を

理
由
に
給
食
を
停
止
し
弁
当
を
持

参
し
て
い
る
子
な
ど
を
対
象
に
、

給
食
費
相
当
分
の
給
付
金
を
支
給

す
る
事
業
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し

た
。 

 

支
給
対
象
者
・
金
額
は
、
下
記

の
内
容
で
す
が
、
そ
の
他
の
不
登

校
の
児
童
生
徒
や
、
市
外
の
公
立

私
立
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
対
象
外
で
す
。 

他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
て
、 

対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

● 初回支給時期 

令和６年１２月下旬（要申請） 

※４月〜９月分をまとめて支給 

● 対象者 

・市内在住の小・中学生で次のいずれかに該当する子【担当課︓保健給食課】 

① 豊田市立の小・中・特別支援学校に通学し、食物アレルギーなどを理由に給食を停止し弁当を持参し

ている 

②市外の特別支援学校に通学している 

 

・市内在住の３〜５歳児で、次のいずれかに該当する子【担当課︓保育課】 

①市内のこども園等に通園し、食物アレルギーなどを理由に給食を停止し弁当を持参している 

②市内のこども園等に通園し、小・中学校の長期休業期間中の園給食で、園の利 

用者が１０食に満たないことで給食が配送されず、弁当を持参している 

③市外の幼稚園等に通園している 

④市内・外の認可外保育所・企業主導型保育施設を利用している 

・児童発達支援の利用者で次に該当する子【担当課︓障がい福祉課】 

豊田市の支給決定により児童発達支援を利用する３〜５歳児で、通所日の活動時間内に自費で昼食を食

べている（弁当含む） 

 

豊田市駅マック横広場ベンチ集合 

駅周辺をランタンパレード 

寒さ対策をしてご参加を 

（雨天決行） 

主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

 

● 支給額 

各月の対象日数をもとに、支給額を算定します。支給基

準は以下のとおりです。 

対象日数及び支給額（１か月あたり最大） 

対象者 11 日以上 6〜10 日 

中学生 月額5,000 円 月額2,500 円 

小学生 月額4,600 円 月額2,300 円 

幼児（3〜5 歳児） 月額4,400 円 月額2,200 円 

※対象日数が5 日以下の場合は支給なし 

 


